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AI・ロボットでバラ色の未来がやってくるだろうか？ 

私たち人類は現代科学の恩恵によって便利で快適で豊かな生 

活を享受して生きていることは、誰もが認め理解していることです。 

そして、ここ数年前ごろから驚異的な速さで開発、普及してきた 

ものが AI・ロボットであることに異存を挟む人はいないのではない 

だろうか。さらに水素や水や空気から無限のフリーエネルギーを取 

得する日も迫まっているようです。 

これらの科学技術により無人工場や無人農場などによりあらゆる 

物資が生産され、有り余るほどの豊かな社会が生み出されてゆく。 

そして人間は労働から解放され物質的にも時間的にもリッチな夢のような世界が実現することが語られていま

す。では本当にそのバラ色の理想社会を百パーセント手中にすることが保証されているのでしょうか？ 

科学技術の発達の反面でマイナス面も増大している 

科学はオールマイティでしょうか？科学の発達に伴い人類は物心の不調和をきたし，そのアンバランスによっ

て原水爆やミサイル等の兵器を開発・拡大させ、地球資源の乱開発で環境を破壊し、大気や海洋や大地を汚

染させ、自らの生存を脅かすに至っている現実を見れば明らかではないでしょうか。 

イーロンマスク氏が指摘されているように、もし AIやロボットが悪用されたり人間のコントロールを超えて暴走

しだしたとき、逆に人類は AIやロボットに支配されてしまう危険性があるのです。ここに科学技術の本質と限界

があることに気づく必要性があるのです。 

比喩的に「包丁」を例にして科学技術を考えると、性能の良い包丁ほど料理人が使えば重宝ですが、もし殺

人鬼が使用したときその殺傷能力により甚大な被害をもたらすようになることは明らかでありましょう。 

科学技術というものは、この包丁の喩えのように善・悪、用途については関与しておらず、その反面で大きな

危険性をもたらすテクノロジーであることに留意する必要があるのです。 

唯物的な思考に流され危機混乱に陥っている人類 

現代人が全幅の信用を置いている科学は、あらゆる面を物質的視点で捉えてゆく学問です。それ故に人々

は目に見えない抽象の世界、霊的な世界を否定し、そこに大きな欠落が潜んでいるのではないでしょうか？ 

もし大国の指導者が間違って核ボタンを押せば人類は１００％ 

絶滅する危機に直面しているのです。私たちは物質的に豊か 

で便利な生活を手に入れた反面で、唯物的な考えに走り精神 

性・霊性を劣化させてしまっているのです。地球環境の破壊、 

異常気象、政治的混乱、経済の破綻、疫病、核戦争等々の危 

機を作り出しているのです。 

「科学」の文字が明確にその本質を語っています 

このこと何気なく使っている言葉や字が明確に教えてくれて 

いることをご存じでしょうか？「科学」という文字を光透波の字割

理論で読み解くと掲載した二つの図解のように解釈できてきます。 

不思議ですね。このように文字や言葉には現代人が想像する以上の深い哲理が秘められているのです。 
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この科学の字が明らかに示すように、人類が科学技術をベースにしたＡＩ（人工知能）やビッグデーターやロボ

ットを駆使したとしても、急速に進化したドローンがロシア VS ウクライナの戦争で新しい形の兵器に化したよう

に、人類世界の混乱と危機を救う道にはつながらないのです。 

何故なら物事は表と裏の両面性を有しているからです。が殆どの地球人類はいまだにこのことに気づくことな 
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く、豪華絢爛たる物質科学文化に酔いしれ、物質偏重の考え方に囚われ、そして物・金・エゴの価値観で迷走

しているのです。その偏りはますます激しさを増し、霊性面の存在すら否定されるに至っているのです。 

言葉や文字の奥に 深い哲理が秘 られている 

では、物質面に対応する霊的な世界が現実に存在するのでしょうか？このことを気づかせる文字があるので

紹介いたしましょう。 

「裏」の文字の字割解説図ですこの図解のように見えない霊的 

（波動・エネルギー）の世界の中に見える「表」の物的世界が組 

み込まれていることを「裏」の字はものの見事に表現し、教えてく 

れていたのです。 

ところが愚かなことに私たちはこのことに気づかず、宇宙の大 

いなるご意図から反した生き方を過去から現在に至るまで続けて 

きたということです。 

さらに、人間の愚かな一面を警鐘している文字があることをご存じでしょうか？「偽」の字です。「偽」は「イ」

と「為」の合成文字です。「イ＝ニンベン＝人の意味」。ですから「人」が「為」すことは偽（ニセ）であ

り、「イツワリ＝五割」であると教えているのです。人間の知恵や「人が為し」て作りだしたものは、ど

んなに頑張っても「イツワリ＝五割」に留まって不完全なものになってしまうことを教えているのです。  

この五割の世界を十割にしなければ、世界人類が求め

る理想の世界は実現しないということです。では、あとの五

割は何処にあるのでしょうか？  

この宇宙は見える物質的な世界と見えない霊的な世界

によって成り立っていることを考えますと、残る五割は現代

人が忘れている見えない精神的・霊的な世界にあると理

解されるのです。 

嬉しいことに今日、時の到来によって宇宙の大いなるご 

意図が働いて十割の道＝救いの道が開かれているので、 

さらに話を進めさせていただきましょう。 

霊 面で科学 を有した哲理が出現しています 

それでは科学性とは、いったい何を根拠にしているのでしょうか？それは「法則性」「実証性」「客観性」「再現

性」などの条件を有しているものであることに何人も異存は無い筈です。 

では、そのような物質科学に対応する霊的・精神的な世界で科学性を有した理法が存在するのでしょうか？  

「宗教はアヘンなり」の言葉に象徴されるように、今までは手に取れない目にも見えない分野・世界では「実証

性」「客観性」「再現性」「法則性」などの科学的条件を備えたものは無かったと言っても過言ではありませんでし

た。 

しかし、「体主霊従から霊主体従への転換」と言われている今日、この時代的な要請に応えて精神的・霊的な

面でも科学性を有した哲理が出現しているのです。それが毎号の本誌で紹介しています、文字の奥に潜む真

理を読み解く光透波理論・命波学なのです。 

宇宙の真理 一切のもの 波動の れ 
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現代の科学では量子力学の台頭によって「全てのものは波動によって成り立っている」との見解をとってい

ます。大きくは地球の動きや地震や台風も、あらゆる物質的な存在も、さらには音も光も電波も、もっと言えば

私たちの生命も、突き詰めればすべては「波動」→「エネルギー」によって成り立っているのです。ですから全

てのものが波動の法則どおりに生成流転している・・・・、これが宇宙の真相実態なのです。 
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そのあらゆる波動の中で私たちにとって最も親しみがある代表的なものが「音」と言えましょう。当然、言葉も

「音」ですから波動としてのエネルギーを有しているのです。「音」や「言葉」や「文字」は波動そのものの能（はた

ら）きがあるのです。 

私たちが発する言葉が波動の法則どおりに共鳴したり干渉したりして人類社会に有形、無形に影響を及ぼし

てゆくことは自明の理なのです。 

言葉の本質に目覚  波動を高 る  が必要に 

あらゆる波動の中で究極の波動が「光」すらも「透」明にしてしまう「波」動＝光透波＝コトハ＝言

波、これが言葉に繋がっていたということです。 

何事も行き詰ったとき原点に戻って解決法を見出ださねばなりません。言葉こそその原点であり、言葉の本

質に目覚め、言葉の狂いに気付き、言葉の使い方を軌道修正してゆくことが求められている、そこに救いの道

が開かれてゆくということです。 

地球人類の混乱と混迷の今日の危機は、宇宙に通じるコトバの原点に立ち返り、十割の道をつかみ取り、

波動を高めてゆくことが求められているということです。 

霊 に和す時代の羅針盤 そ光透波の哲理 

この新時代の羅針盤こそ波動の哲理であり、なんとそれが言葉の波動に繋がっていたということ

です。理想世界＝昼の時代の道標（みちしるべ）として光透波は言霊の国の言葉文化の日本の国

に誕生しているのです。 

限られた紙面では説明しきれませんので、言葉の奥の真理にご関心のある方は各地で開催して

います光透波セミナーへ。                               文責  宿谷  

                                

                                          

 

                                                                 

●光の言波・命波道 （第１７９回 光透波セミナー） 

●日   時     ６月１７日 水   ＰＭ １：３０～ＰＭ４：４５       

●場   所     神明いきいきプラザ  集会室 B ４Ｆ） 東京都港区浜松町１－６－７ 

●演   題   「言葉と心のからくり」   ＪＲ浜松町（北口） 地下鉄大門（Ｂ１）各４分 

●講   師     宿  谷  直  晃     ●参   費 ３,０００円（事前支払者は、２,０００円） 

 

●名古屋 命波動学講座 

●日   時  ６月 １日 月   ＰＭ １：００～ＰＭ ４：００    詞語會１ 基礎講座第３０回 

●日   時  ６月  日 木   ＰＭ １：００～ＰＭ ４：００    詞語會２ 基礎講座第２９回 

●日   時  ６月 ５日     ＰＭ １：３０～ＰＭ ４：３０    詞語會４ 基礎講座第 ８回 

●日   時  ６月 ９日 火   ＰＭ １：００～ＰＭ ４：００    詞語會３ 基礎講座第２７回 

●日   時  ６月１８日 木   ＰＭ ２：００～ＰＭ ５：００    詞語會６ 基礎講座第 ３回 

●日   時  ６月２ 日 水   ＰＭ １：００～ＰＭ ４：００    美 濃 會 基礎講座第２６回 

●場   所  實光透波スペース   名古屋市名東区香南１-103-8-201   

●講    師  堀 尾 君 子                         ●参   費  各３,０００円 

  ６ 月 光透波セミナーのご案内 

※ 命波動学受講の日時調整可。お申し込み、問い合わせは堀尾へ ０９０－８４９９－５９８９ 
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●名古屋光透波講座 

●日   時    ６月 ９日 火    AM １０：００～PM ０：３０     

●演   題   「５０音表からの自己の謎解き」 

●場   所    ペ ポ  名古屋市昭和区山手通り４１５ コメダビル  会議室  

●講    師   磯 部 賢 一                           ●参 加 費   ３,０００円  

●熱田神宮参拝と光透波お話し会 

●日   時    ６月 ０日 火    AM １０：００～PM ０：００ 

●場   所     熱田神宮（集合は神宮会館前）              ●演   題  「五十音意識と神の関係」           

●講    師   磯 部 賢 一                     ●参 加 費   ３,０００円 

●日   時    ７月 １日 水    AM １１：００～PM ２：００ 

●場   所    Ｄ‘ｓ ｃａｆｅ  名古屋市天白区八事山４４０     ●演   題 「平和のお話」 

●講    師   磯 部 賢 一                        ●参 加 費   ３,０００円   

※ 以  お申   お い    磯部賢一へ isobeg@gmail.com  ０９０－９１９９－０２ ８ 

●Zoom 光透波入門講座 

●日   時    ６月１６日 火    ＡM１０：００～PM０：００  「量子力学と光透波」 

●日   時    ６月１６日 火    PM ９：００～PM１１：００  「日月神示と光透波」  

●講    師   磯 部 賢 一                           ●参 加 費    各３,０００円  

※Ｚｏｏｍ講座のお申   お     磯部へ isobeg@gmail.com i  ０９０－９１９９－０２ ８ 

●第１１回 宇宙人「言霊」お話会 

●日   時  ６月１６日 火  PＭ ２：００～ＰＭ５：００       

●場   所  西宮市夙川駅徒歩３分     

●内   容 「ネオ縄文、諏訪のお話、五十音のこと」 

●参   費 １５００円   

●講   師   林  和 也   ※ 以上 講座の問合わせと申込み  ０９０－８５８０－ ７７６  林まで   

 

●第４回 光の言波とシンギングボウル  音霊」「言霊」癒しの集い  

●日   時     ６月 ７日 日   ＰＭ １：３０～ＰＭ４：３０  

●場   所     吉内千枝子宅  横浜市神奈川区西寺尾４－３１－２９  

JR鶴見駅西口 横浜市営バス 41系統,新横浜駅行き 白旗バス停 下車徒歩４分 

新横浜駅西口 横浜市営バス 41系統, 鶴見駅行き  白旗バス停 下車徒歩４分 

●講演者・演奏者  宿谷直晃 ・ KOTOHA 

●参   費    ３０００円  ※ 以上 申し込み先  ０９０－２４４７－２０３７（ 宿谷まで ） 

  

 

 

     實光透波動研究会   名古屋市名東区香南１-103-8-201    堀 尾  君 子 

        メールアドレス  s8910kimiko@yahoo.co.jp            ０９０－８４９９－５９８９ 

光 透 波 塾      名古屋市熱田区旗屋 2-16-4         磯 部  賢 一   

メールアドレス    isobeg@gmail.com                  ０９０－９１９９－０２４８ 

光の言波,命波道    東京都品川区小山６－１９－５    宿 谷 直 晃 

メールアドレス  syu98-8do8@mbr.nifty.com         ０９０－２４４７－２０３７ 

光透波,言霊セミナー  兵庫県播磨町西野添２－５－１２    林  和  也 

                            ０９０－８５８０－３７７６ 

光透波のホームページ   http://kotohawanokai.web.fc2.com 
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